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 本課題では、微小なアクチュエータ等からなる細胞解析ユニットを、微細貫通孔培養プレートにアレ

イ化し、組織切片や培養細胞等の細胞より内容物を回収、解析する装置を作製して、任意の時点で細胞

の位置情報を保持したまま目的とする細胞の mRNA 等の情報を解析する技術基盤の確立を目的として検

討が行われた。 

 その結果、作製したデバイスについて、神経細胞ネットワークに適用して、１細胞から回収した試料

より遺伝子のプロファイル解析が可能なことを実証した。また、４チャンネルのプレーナーパッチクラ

ンプと mRNA 解析が同時にできるプロトタイプを作製した。さらに、次世代デバイスに用いる要素技術

としてアクティブマトリックス PZTを開発し、産業展開を目指している。 

 一方、研究プロジェクト全体としては解析できる細胞数、遺伝子の網羅性などについて当初の目標に

は至らず、応用に向けた検討も不十分と認められる。また、研究チーム運営の面ではグループ間の連携・

融合が適切に行われていないように思われた。 

 今後は、開発したデバイス生物学的応用の目標を明確にして装置開発を進めるとともに、アクティブ

マトリックス PZT等の開発した要素技術の応用展開を期待したい。 

B  やや劣っている 


